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気　象　界　消　息

1．鈴木敏文氏，ブーナヘ

　本庁測候課．鈴木敏文調査官はオングスト・一ム日射

計の比較検定のため，インド気象台プーナ測器製作所

1二，1月13日朝，出発した．3週間の予定．

2．仁科伸彦氏，渡欧

　東京航空地方気象台長，仁科伸彦氏はWMO航空気象

委員会とI　C　A　O気象・運航部会との合同会議に出席す

るため，1月14日夜，パリに向け出発した．会議後，イ

ギリス・ドイツ気象台を訪問し，航空気象業務視察の

上，2月末頃，帰国の予定．

3．大田正次氏，沖縄へ

　1月19日，本庁高層課長，大田正次氏は高層技術研修

指導のため，沖縄へ出張した．那覇，石垣，南大東島を

巡回し，途中，石垣島の高層観測施設完成の祝賀会に出

席して，帰国する予定．

4．太平洋に地震

22

　12月18日朝，日本とカリフォルニヤでかなり強い地震

があつたことを記録した．震央は日本の南東8000kmと

推定され，被害はない．

5．1963年の台風

　12月21日，台風24号がマーカス島をおそい，かなりの

被害をあたえたが，この台風が1963年最後の台風とな

り，24個の台風が出現したこととなった．

6．タイ・ス8号活動開始

　1963年12月21日から，タイ・ス8号が地球の天気の写

真を送りはじめた．重量が265ポンドのタイ・ス8号は

自動写真送信をおこない，99分で地球を一周する．軌道

は地表から436マイル～468マイルの高さにある．

7．北陸の大雪

　12月26日から降り始めた雪は日本海沿岸地方の各地に

かなりの大雪となり長岡では75cmに達し，急行列車が

　　　　　　　　　　　　　　　　　（頁31につづく）
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うになってから，実測値と計算値を比較し本報告にさら

に修正を加えたいと思っている．

　おわりにのぞみ，貴重な資料の発送のご便宜をはかっ

て下すった伊良湖港湾工事事務所長およびいろいろ有益

なご助言を下さった同所の石井晃一氏，前芝の資料をお

借し下さった中部地建海岸部の方々，図表計算を手伝っ

て下さった名古屋地方気象台原田秀雄氏に深謝する．ま

た日頃ご指導をいただいた名古屋地方気象台神原台長お

よび矢木予報課長に感謝する．なおご多忙中ご校閲下さ

った気象研究所の宇野木博士に深謝する．
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立往生するなど，混乱をまねいた．

8．シカゴの寒波とシドニーの暑熱

　12月24日，シカゴ付近は雪を伴う嵐におそわれ，1917

年以来五番目の寒さに見舞われたが，翌25日のシドニー

は380Cをこす暑いクリスマスをむかえたとのこと．

9．北イランの嵐

　1月2日，北イランにはげしい嵐がおそい，死者20名

以上をだしたと報じられている．

10．関東地方，初雪

　1月3日，平年より7日早く，東京に初雪があった．

新年を祝う人々も，最後の休日を初雪でなやまされた．

11．大阪，濃霧におそわる

　1月6日朝，大阪空港は濃霧のため使用不能となり，

瀬戸内海の関西汽船も悪視程のため欠航した．

12．1月13日の暖冬

　1月13日は異常に暖かい空気が日本全士をおおった．

東京の最低気温は7．2。Cで過去33年中1月の最低気温中

3番目の高温であったし，各地のスキー・スケートは不

能となった．この異常な暖かさは何か悪いことでも起っ

たのか，あるいは何か悪いことの前兆かと問合せる電話

で気象庁は大騒ぎとなった．

13．アメリカ東海岸の嵐

1964年1月

　日も同じ13日，アメリカ東海岸一帯に20～30m／secの

風を伴う雪嵐があれ狂い，各地ではニュージャージー，

9名，ペンシルパニア，6名，ミズリー，5名，オハイ

オ，コロラド，イリノイスで各4名等，全部で45名以上

の死者をだしたという．

14．イギリスの大雪

　同じ日のイギリス．イングランド地方も雪嵐があれ狂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った．積雪は30cmにおよび，各地で交通がマヒ状態に

なった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15．八丈島にたつまぎ

　たつの年だからというわけでもあるまいが，1月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　

八丈島にたつまきがおこり，午後3時50分60m／secの強

風に26戸が全半壊し，負傷者を多数だした．

16．テキサス北部の大雪

　20世紀最大の大雪と報じられた雪が，1月16日夜から

テキサス北部に降り始め，ダラスの積雪の記録を更新し

て，最深18cmに達し，1917年の17cmの降雪以来の大

雪と報じられている．

17．トルコの雪

　トルコ黒海漕岸に1月18日大雪があり，バス旅行中の

6人が雪ですべって谷におちて死んだと報じられてい

る．
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